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本書は，「不確実性の高い経営環境下で非連

続的な組織変革を牽引する経営人材」をどのよ

うにミドルマネジャーから生み出していけばよ

いのかという課題に取り組んだ著作である。そ

の前提として，経営人材育成が「機能不全」に

陥っている，また，新規事業創出の経験がその

ための有力な手段となるのではないかという問

題意識がある。

序章，第 1章，第 2章は，経営人材育成への

問題意識の立論，先行研究のレビューに充てら

れている。本書のオリジナルな貢献は第 3章，

第 4章にある。

第 3章では，第 4章での数量的分析の理論仮

説を導出するために定性調査を実施し，「ミド

ルマネジャーが新規事業創出経験から何をどの

ように学んでいるかを探索的に検討」し，関連

するミドルマネジャー 15 名に対する半構造的

面接調査を実施し，その「収集されたテキスト

データから学習内容に関する概念生成を行い，

学習プロセスとして体系化」を試みている。そ

の結果，ミドルマネジャーは，新規事業創出経

験を通じて「経営視点の獲得」，「リーダーマイ

ンドの獲得」，それに「他者本位志向（自分本

位からの脱却のこと）の獲得」を学習している

ことが示される。これらの獲得された知見は

「マネジャーから経営職への役割移行に資する

学習概念」となる。

第 4章は，これらの 3つの学習概念を高める

要因に関する数量的分析を行うために，新規事

業創出経験のある 371 名に対する質問紙調査を

実施し，仮説検証型の分析を行っている。分析

枠組みにおいては，組織要因，職場要因を説明

変数とし，また，「学習目標志向性」という個

人要因を媒介変数として設定している。周到な

統計的検証の結果，組織要因である「経営サ

ポート」，「職務裁量性」，職場要因である「批

判的省察支援」が統計的に有意であった。同時

に，経営人材の育成機会としての新規事業創出

へのミドルマネジャーの選定に際しては，「学

習目標志向性」，つまり，目標達成に強い意欲

を持つ人物を選定することが重要であることが

引き出された。

第 5章，第 6章は，新規事業創出におけるミ

ドルマネジャーの経験学習をより統合的に説明

し，また本書の結論部分に充てられている。

本書から得られる知見や日本企業への実務的

含意は興味深い。しかし，経営人材の育成に

は，新規事業創出のみならず，既存の別事業で

の経験や各種プロジェクトでのマネジャー経験

なども有用なものではないかと思われる。それ

らとの比較で，新規事業創出の有用性が位置づ

けられるものかどうか，さらに興味が湧いてく

る。ここにも本書の大きな貢献がある。
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